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文化財課 

 
文化財課  

 ①鳥坂寺跡関連 
  7 月 25 日、発掘調査報告書等をまとめ、鳥坂寺跡を国の史跡として指定するよう、文部

科学大臣に申請（意見具申）。11 月 18 日、国の文化審議会から文部科学大臣に対し、国の

史跡として指定するよう答申。 
  平成 24 年１月 24 日、官報で告示。正式に国の史跡として指定される。 
  鳥坂寺跡の将来に向かっての保存と活用を市民協働で考えるため、市民公募等による鳥

坂寺跡保存活用基本構想等策定委員会（委員長・森明彦関西福祉科学大学教授、10 人）を

設置した（7.12 委嘱状交付、月１回会議見学会等開催、24.2.23 基本構想（案）を市長に提

言）。 
  12 月 4 日、シンポジウム第 2 弾「鳥坂寺を語る」をリビエールホールで開催した（参加

者約 170 人）。併せて、鳥坂寺跡を解説した一般向けのパンフレットを発行、希望者に無料

で配布するとともに市内 5 か所の公共施設（市役所本庁、文化センター、国分図書館、歴

史資料館、リビエールホール）で鳥坂寺のパネル展を開催した（11 月～12 月）。 
 ②日韓古代文化交流視察団 
  韓国内に残る古代日韓の文化交流に関連する遺跡等を視察し、学術研究と友好交流を促

進するため、日韓古代文化交流視察団（団長・岡本泰明市長、6 人）を派遣。10 月 4 日か

ら 8 日の日程で、ソウル、公州、扶余等を視察した。 
  11 月 13 日には、同視察団報告会を歴史資料館で開催した。 
 ③史跡高井田横穴特別公開 
  例年どおり、5 月と 10 月に開催。このうち、10 月の特別公開は、市民歴史クラブと協

働で開催、火起しや縄ない等、昔体験講習を併せて実施した。 
 ④文化財保護関係 
  安福寺（玉手町）の夾紵棺片(9.23)と中家文書(24.3.19)の 2 件を新たに市文化財として

指定したほか、老朽化が激しかった市内 2 か所の文化財説明板を建て替えた。開発に伴う

発掘調査や建造物詳細調査等については、引き続き実施している。 
  文化財説明板を計画的に設置、更新するため、市内説明板の現況調査を実施(9 月～11
月)。調査結果に基づき、特に破損等が進んでいた説明板 2 か所を建て替えた(24.3.15)。 
  建造物詳細調査事業については、平成 20 年に亀の瀬地すべり対策工事中に見つかった

「旧大阪鉄道亀瀬隧道」を対象とし、写真撮影や実測、煉瓦の採寸を行った（24 年 1 月）。 
 



歴史資料館 

 ①企画展 
  今年度も例年のとおり、企画展を 4 回開催した。 
  夏季企画展「赤馬伝説」(7.9～9.4)、秋季企画展「大和川の風景」(9.20～12.11)、冬季

企画展「ちょっと昔の道具たち －あかり－」(24.1.7～3.4)、春季企画展「中家文書から見

た中甚兵衛」(24.3.24～6.24)。 
  平成 22 年度春季企画展「柏原ぶどう物語」(23.3.26～6.19)に関連し、初めての試みと

して「柏原のワイン、ここだけの話、ここだけの味」（ワインをテーマにした講演とワイン

の試飲会）を市内ワイン・メーカーの協力を得て開催した(4.16)。 
  秋季企画展への府内小学校からの来館は、計 100 校・8,883 人にのぼり、過去最多だっ

た昨年度の計 97 校・8,517 人を上回り、最多記録を 2 年連続で更新した。 
 ②実習生受入等 
  今年度は、学芸員資格の取得を目指す学生のための博物館実習を、大学側からの要請に

応え、例年の 8 月(8.20～8.28)に加えて 12 月(12.3～12.11)にも実施、大阪教育大学や阪南

大学の学生、計 9 人を受け入れた。 
  中学生の職業体験学習に引き続き協力、今年度は玉手中学校の生徒 3 人を受け入れた

(11.9～11.12)。 
 ③刊行物 
  「企画展図録・赤馬伝説」、「中家文書目録」や「館報」No.23、「ゴンドラ（歴史資料館

だより）」No.8 などを刊行した。これらの刊行物は、関係機関に配付するとともに一般の希

望者にも実費で販売している。 
 ④その他 
  おおむね 2 か月ごとのスポット展示、文化財講座、ＦＭラジオでの紹介等についても引

き続き実施。 館運営の参考とするため、近隣市の類似施設を対象にアンケート調査を実施

した(6 月～７月)。 
 
ニュース提供（文化財課・歴史資料館 共通） 
  市民ニーズに応えるとともに市民協働を実現するため、報道機関等へのニュース提供に

よる情報公開を積極的に行っている。 
  提供したニュースの本数、これらが新聞等に掲載等された延べ件数は、次のとおりであ

る。 
   平成 22 年度＝提供 57 本、掲載等延べ 95 件 
   平成 23 年度＝提供 69 本、掲載等延べ 100 件 
  また、近年は、テレビによる取材、放送も相当数に上っている。 
   「亀の瀬トンネル」＝読売テレビ・2.10 取材・3.2 放送 
   「竜田越え」＝BS-TBS・4.12 取材・4.28 放送 



   「企画展 柏原ぶどう物語」＝J:COM・6.5 取材・6.13～6.19 放送 
   「高井田山古墳」＝韓国 MBC・7.6 取材・10 月韓国で放送 
   「企画展 赤馬伝説」＝J:COM・8.13 取材・8.22～8.28 放送 
   「企画展 大和川の風景」＝J:COM・9.9 取材・10.10～10.16 放送 
   「日韓古代文化交流視察団報告会」＝J:COM・11.13 取材・12.12～12.18 放送 
   「体験教室しめなわ作り」＝J:COM・12.11 取材・12.19～12.25 放送 
   「高井田山古墳」＝NHK・12.17 取材・24.7 放送予定 
  このほか、NHK データ放送、FM ちゃお（コミュニティ FM ラジオ）、柏原ユーストリ

ーム（ウェブ）などでも取材、放送されている。 


